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．起業教育とは
大阪商業大学では 年より起業教育に取り組んでおり、その一環としてインキュベー
ション施設である 大商大アントレ・ラボ （以下、アントレ・ラボ）を 年から設置し
ている。 年には新キャンパス ユニバーシティ・コモンズ リアクト （通称 リアク
ト）が完成したことに伴い、同キャンパス内 階にアントレ・ラボを移転させた。そこでは
アントレ・ラボを活用し、学生たちに起業教育を実践しようと試みている。
それでは起業教育とは何であるのか、一般的な起業教育に関する定義をみていこう。たと
えば、寺島（ ）では、起業教育と起業家教育とは異なるものとし、起業教育は起業につ
いて会社設立や資金繰りといった手法を教えることであり、起業家教育は起業家精神を持っ
た起業家を育成することとしている ）。また、川名（ ）では、起業家教育ではなく起業
家学習という言葉を用いて定義しており、起業家のもつ特性を 起業家特性 とし、起業教
育は知識やスキル、技能を育成するもの、起業家学習は起業家マインドや資質（リーダー
シップ、人的ネットワーク形成力、問題発見力など）を育むものとしている ）。
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一方、大阪商業大学における起業教育の目的は 必ずしも将来の起業家を育成するという
狭義の意味ではなく、起業家精神と起業家的な資質・能力をもった人材、ビジネス社会にお
いて新規事業開発、新しい商品やサービス、新しいビジネスモデルの創造と継続的革新を担
う人材の養成 である ）。つまり、大阪商業大学では“起業教育”という言葉を用いてい
るが、これには広義の意味として起業教育と起業家教育を内包し、単に会社の作り方を教育
していない。
．学生の起業への関心度
大阪商業大学全体でのアンケートではないが、林が担当している 経営財務管理各論 と
いう講義で、履修している学生たちに対して簡易な起業に関する意識調査を 年 月実施
した（表 ））。回答者数 名のうち、 では 起業したい 、 関心はある と起業に
何らかの興味を抱いている学生が ％であった。また、学年が進むにつれ起業に関心を
抱く学生が増加している。これは大学での学びによって、社会に関心を持つようになったこ
とが要因と推察する。また、 では 起業についてどんなことを学びたいですか と尋ね
たところ、 会社の作り方 が ％、 起業するための事業計画書の書き方 が ％、
起業の事例 が ％であった。
本調査はあくまでも起業への関心度のみを尋ねているため、いわゆる質問が起業の仕方や
ハウツーに限定されおり、学生たちが起業家精神を有しているか否かはこの調査では不明で
ある。しかし、起業に何らかの関心を有している学生が半数を超えた結果となり、今後も起
業教育を実践していく意義および必要性を再確認できた。
． 大商大アントレ・ラボ の課題
アントレ・ラボには社会人起業家が入居し、当初は毎月 回の定例報告会を開催して事業
の進捗状況報告会や勉強会を行っていた。報告会には教職員および入居者が参加しており、
学生教育への寄与を鑑み、学生に対してもラボへの入居を促したが、学内のアイデアコンテ
スト入賞者数名が入居するも、その活動は活発とは言えない状況が続いた。
その理由は柴田・林（ ）が指摘しているように、報告会の開催時間が講義時間と重
なっていたこと、学生時代に起業することには高いハードルがあることなどがあげられ、教
員が抱いていた積極的に学生は参加するだろうという期待とはかけ離れ、学生はアントレ・
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）南方（ ） 。
）この調査は任意で実施し、アンケートを参加しないことも選択可能とした。質問 は あなたは自分の
お店、会社を“起業”したいですか？ とし、回答は 起業したい 、 関心はある 、 起業したくない 、
未回答 の選択肢にした。質問 は 起業したい、関心があると答えた方に質問です。 とし、回答は
会社の作り方 、 起業するための計画書の書き方 、 起業の事例について 、 わからない 、 未回答
の つの選択肢を用意した。
）柴田・林（ ） 。
大阪商業大学における起業教育への取り組みに関する実践報告（林・柴田・北室・金）
表 学生への起業に関する意識調査
年 月 日 経営財務管理各論の冒頭で、 を用いて調査
履修者 名 回答者数 名
．あなたは自分のお店、会社など“起業”
したいですか？
．起業したい、関心があると答えた方に質
問です。
起業したい ％
関心はある ％
起業したくない ％
未回答 ％
会社の作り方 ％
起業するための
計画書の書き方
％
起業の事例 ％
わからない ％
未回答 ％
学年別
年生
起業したい ％
関心はある ％
起業したくない ％
未回答 ％
会社の作り方 ％
起業するための
計画書の書き方
％
起業の事例 ％
わからない ％
未回答 ％
年生
起業したい ％
関心はある ％
起業したくない ％
未回答 ％
会社の作り方 ％
起業するための
計画書の書き方
％
起業の事例 ％
わからない ％
未回答 ％
年生以上
起業したい ％
関心はある ％
起業したくない ％
未回答 ％
会社の作り方 ％
起業するための
計画書の書き方
％
起業の事例 ％
わからない ％
未回答 ％
ラボに対して距離を感じていた ）。すなわち、先ほどのアンケートのように起業に関心を
持っている学生が少なからずいるにも関わらず、起業に関する勉強会やイベントには学生は
参加しないという課題が存在していた。起業教育を担当する教員間でこの課題を解決ないし
は改善をどのようにしたらよいか議論となった。
．インストラクショナル・デザインを活用した起業教育
起業に関心を持つ学生のラボへの障壁をいかに軽減するか、ラボをどう活性化するかが教
員の直面している課題であるという共通認識のもと、インストラクショナル・デザイン（以
下 ）を活用して起業教育を実践することを開始した。 とは、鈴木（ ）によれば
教育活動の 効果 効率 魅力 を高めるための手法を集大成したモデルや研究分
野，またはそれらを応用して学習支援環境を実現するプロセスのこと としている ）。
表 は大阪商業大学の起業教育を について効果、効率、魅力の側面から示したもので
ある。まず、本取り組みである起業教育の効果は、本学の起業教育の目標への寄与である。
前述したように本学の起業教育の目的は起業家精神と起業家的な資質・能力をもった人材の
養成とビジネス社会で新規事業開発、新しい商品やサービス、新しいビジネスモデルの創造
と継続的革新を担う人材の養成であり、この目的にアントレ・ラボの取り組みが寄与できる
ことを効果として位置づけた。
次に効率の視点として、専門分野が異なる複数の専任教員が指導することで、様々な視点
から学生へアドバイスすることが可能となった ）。一般的なゼミナールでは 人の教員に少
人数の学生という構成であるが、アントレ・ラボでは 人の教員が 人前後の学生とコミュ
ニケーションを図りながら活動をしている。これにより各教員の専門分野を活用すること
で、効果的、効率的な教育が行われている。さらに情報伝達には を活用し、たとえば
学生との連絡のためにスマートフォンの無料通話アプリを活用することでスムーズな連絡体
制を構築している。
つ目の魅力は、教員から学生への一方通行型の講義形式ではなく、教員が設定した課題
に向けて学生が自分で考え、参加者と意見交換をしながら進めていくスタイルを採用してい
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）鈴木（ ） 。
） 年は 名、 年は 名、 年は 名の教員で指導している。
表 大阪商業大学の起業教育の （効果・効率・魅力）
効果
・起業家精神と起業家的な資質・能力をもった人材の養成への寄与
・ビジネス社会において新規事業開発、新しい商品やサービス、新しいビジネスモデル
の創造と継続的革新を担う人材の養成への寄与
効率
・専門分野が異なる複数の専任教員が担当することによる多角的な視点からの指導体制
・スマートフォンの無料通話アプリを活用した情報共有
魅力 ・講義外での活動や体験といったアクティブラーニングによる実践
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ることである。アントレ・ラボに参加したとしても大学の履修単位とは全く関係ないため、
履修ではなく任意という位置づけであり、いかに学生に魅力あるプログラムを構築するか
が、喫緊の課題として認識されている。
．魅力ある起業教育への発展
アントレ・ラボでの活動、すなわち起業教育を学生にとって魅力あるものにするにはどう
いったプログラムにすれば良いのか、これが次の議論の焦点になった。起業に関心のある学
生は存在していたが、彼らが既存のアントレ・ラボのプログラムには参加しない原因は、プ
ログラムに魅力が欠如しているからであった。当時、社会人入居者とテーブルを囲んで議論
をしていたが、その活動は学生主体ではなく義務的なものになっていた。
そこで、教員で議論した結果、学生の視点から魅力あるプログラムをアントレ・ラボに導
入することが望ましいと考え、アクティブラーニングが効果的であると判断し取り入れるこ
とにした。アクティブラーニングとは 一方向的な知識伝達講義を聞くという（受動的な）
学習を乗り越える意味での、あらゆる能動的な学習 である ）。アントレ・ラボで学生に
とって魅力あるプログラムを第一に考えた場合、学生自らが行動し考えるアクティブラーニ
ングがふさわしいこと、さらに知識の定着率が座学よりもグループディスカッションや体験
などアクティブラーニングのほうが高まると言われていることを考慮した ）。
アントレ・ラボの活動の つ目の変更点は、勉強会の開催時間に関して学生が参加しやす
い講義以外の時間に変更し、毎週水曜日のお昼休みに各自弁当を持参して実施したことであ
る。また、勉強会という名称ではなく学生になじみやすいネーミングとして、 ラボカ
フェ という名称にした。これは、食事をとりながら、お茶を飲みながら議論をする、いわ
ゆるランチミーティング形式で実施し、学生に対してカジュアルな雰囲気でリラックスして
参加してほしいというメッセージを込めた。
つ目の変更点は、外部プログラムへの応募を基本とした活動を取り入れたことであ。大
阪商業大学でもビジネスプランコンテストを実施しており、学生はこれにも参加している。
それに加え、学外のコンテストを探す段階から学生自らで行い、どのコンテストに応募する
か最終的な決定も学生に委ねることで、学生が受動的ではなく能動的、自主的に行動ができ
るようになることを期待した。
最初に学生たちがチャレンジしたコンテストは、一般社団法人日本旅行業協会が主催する
海外卒業旅行企画コンテストであった。このコンテストは 若年層の海外旅行需要喚起の一
環として、学生から海外卒業旅行の企画を募集しており、単に旅行企画内容を競うのではな
く、学生のユニークな発想で企画された旅行をベースに、 会員旅行会社が一緒に旅
行商品をつくり上げていくこと が目的として実施されている ）。
）溝上（ ） 。
）同上、 。
）参考までに 年のコンテストの概要は を参照されたい
（ 年 月 日アクセス）。
もう一つの学外のプログラムは日本政策金融公庫東大阪支店の協力のもと、学生が創業計
画書を作成し、日本政策金融公庫の職員の方にチェックをしていただくことであった。実際
に日本政策金融公庫で使用されている創業計画書を用いて、学生が考えたビジネスモデルに
ついて、創業の動機、経営者の略歴（学生自身の略歴）、取扱商品・サービス、取引先、従
業員、借入の状況、必要な資金と調達方法、事業の見通しなど 枚の書類にまとめ上げる作
業を行った。この作業を通じて、アイデアから具体性を持たせる過程で現実の起業に近い体
験をさせることを目的とした ）。作成した創業計画書は日本政策金融公庫東大阪支店に送付
し、職員のコメントをいただき、学生に戻される仕組みである。このコメントが学生にとっ
て非常に有意義なものとなっている。
これら つの取り組みの共通点は、学生が作り出したものを外部の第三者に評価してもら
うことである。実際に、学生はコンテストで入賞しなかったことで次年度にチャレンジしよ
うという精神を持てるようになり、また、第三者の客観的なコメントで自分が気づいていな
かった点を指摘されることで起業の難しさを学べるとともに、他者からの指摘を受容できる
成長もみられるようになった。これは、指導している教員が評価するよりも普段とは異なっ
た視点からのコメントによる教育の効果であると推察する。
． モデルによる魅力の改善の試み
効果的な教育には、 学習目標 、 評価方法 、 教授内容・方法 の つが重要とされて
いる ）。表 でアントレ・ラボの教育活動について上記の つの視点から確認してみよう。
学習目標 は前述したように人材の養成への寄与と明確になっており、また 評価方法
は学外のコンテストや第三の評価を活用している。 教授内容・方法 については、前節で
述べたように学生にとって魅力あるものとするためアクティブラーニングを取り入れ、開催
時間の変更など学生が参加できる環境整備を始めた。また、他大学がどのような起業教育に
取り組んでいるか、教員が視察するだけでなく、学生に他大学の様子を見に行くプログラム
も行った。
他大学や高等学校の取り組みを視察した結果、教育内容・方法について改善の余地がある
と教員間で共通認識を持った。そこで モデルによりアントレ・ラボでの教育内容・
方法を精緻化し魅力を増大できないか検討した。 モデルとは講義などを魅力あるも
のにするためのアイデアを整理する枠組みのことであり、 、 、
、 の頭文字をとったものである。 つの項目を確認することで、講義な
どで問題や課題を把握し改善するためのモデルである。表 はアントレ・ラボにおける起業
教育について教育内容・方法を モデルに当てはめたものである。
それぞれを見ていこう。まず では、学生たちに起業教育をする場として、同じ
ような仲間がいる空間と機会の創設をし、ランチミーティング形式による参加しやすい環境
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）創業計画書フォーマットは日本政策金融公庫の からダウンロード可能である。
（ 年 月 日アクセス）。
） メーガーが指摘したメーガーの三つの質問である。鈴木ら（ ） 参照。
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を整備した。しかし、そのような場があったとしても、全学生にラボカフェの存在をどのよ
うに周知するかが課題である。 については、大学生のうちに会社を興すことが
目的ではなく、起業の前提としてどのようにアイデアをひねり出すかを教えることで学生に
やりがいを感じさせようとしている。しかし、学生にアイデア出しの手法として （不
満、不足、不便、不十分）を考えさせようにも、前提となる学生の知識や社会への関心の度
合いが低いことが散見された。 では、前年度に参加した学生などから経験談を
話してもらうことで、初めて参加する学生が自分でもできそうだなという意識を持たせてい
る。しかし、学生がより積極的にチャレンジしたいという仕掛けづくりや場の創造を教員が
継続的に行い改善していくことで、学生のモチベーションの増加につながると判断した。最
後の では、学生がプランを考え、計画書を作成して終わるのではなく、外部に
提出することで、完成できたという自信を抱かせられている。しかし、コンテストに応募し
ても入賞できなければ、学生の満足度が少なからず減少し、次年度への意欲が低下してしま
う。そこで、学生の満足度をどのように上げていくか、新たな試みを行わなければならない
表 を活用した大商大アントレ・ラボでの教育活動の改善
の つの質問 旧アントレ・ラボ 新アントレ・ラボ
学習目標
・起業家精神と起業家的な資質・能力をもった
人材の養成への寄与
・ビジネス社会において新規事業開発、新しい
商品やサービス、新しいビジネスモデルの創
造と継続的革新を担う人材の養成への寄与
・同じ
評価方法 ・なし
・外部のコンテスト
・外部機関との連携
教育内容・方法
・ラボへの入居
・事業報告会への出席
・ラボカフェによるアク
ティブラーニング
・他大学への訪問
表 モデルを用いたアントレ・ラボの現状と課題
段 階 現 状 課 題
・ランチをしながら、起業に関心の
ある仲間と知り合う機会
・周知する方法の検討
・学生がいきなり起業は難しいの
で、商品やサービスのアイデアを
出す練習
・ を活用したアイデア出しをす
るも、学生の基礎的知識の不足。
・アイデア出しの練習として外部の
コンテストなどに応募
・創業計画書の作成
・学生が魅力的に感じる発表の場の
模索、創造
・コンテストや計画書の提出できた
ことでの自信
・コンテストでの入賞による自信
・入賞できない喪失感
だろう。
．今後のアントレ・ラボの取り組みの方向性
大阪商業大学のアントレ・ラボでの起業教育は、学生に起業教育を受ける機会を創出し、
世に役立つ人物の養成に寄与することをその根底に置いている。起業教育に携わっている教
員は、いかに学生がプログラムを通じて成長できるかが肝要であると意識してプログラムの
構築および開発に取り組まなければならない。
年現在、前述したように学生主体で見つけ出したコンテストや教員側が提示したコン
テストを含め つのプログラムに学生は取り組んでいる（表 ）。 年度には第 回学生ビ
ジネスプランコンテスト（主催 一般財団法人 学生サポートセンター）に参加した学生が
努力賞を受賞、 年関西エリア大学ビジネスプランコンテスト（主催 一般社団法人神戸
ベンチャー研究会）では優秀賞を受賞したという成果も出始めた。また、他大学で起業教育
がどのように行われているか、その様子を学生に見学してもらおうと訪問プログラムを企画
し訪問させ、学生にとって貴重な体験となった。
今後のアントレ・ラボにおける教育活動の課題は、これまで継続的に実施しているプログ
ラムをブラッシュアップさせることである。たとえば学生のモチベーションを高めるため
に、起業教育を実施している国内外の大学との意見交換や学生交流などを視野に入れること
も方策である。これに向け 年に筆者らは、韓国の起業教育（韓国では創業教育という用
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表 ラボカフェ の活動としての学外のコンテスト等取組一覧
年度
海外卒業旅行企画コンテスト （主催 一般社団法人 日本旅行業協会）
創業計画書の作成（日本政策金融公庫東大阪支店によるチェック）
年度
海外卒業旅行企画コンテスト （主催 一般社団法人 日本旅行業協会）
第 回学生ビジネスプランコンテスト（主催 一般財団法人 学生サポートセン
ター） 努力賞受賞
第 回マスナビチャレンジ（主催 株式会社マスメディアン）
創業計画書の作成（日本政策金融公庫東大阪支店によるチェック）
年関西エリア大学ビジネスプランコンテスト（主催 一般社団法人神戸ベン
チャー研究会） 優秀賞受賞
福岡大学の創業プログラムへの参加
年度
海外卒業旅行企画コンテスト （主催 一般社団法人 日本旅行業協会）
第 回学生ビジネスプランコンテスト（主催 一般財団法人 学生サポートセンター）
第 回ドコモ 近未来社会学生コンテスト （主催 株式会社 ドコモ モバイル
社会研究所）
第 回マスナビチャレンジ（主催 株式会社マスメディアン）
第 回キャンパスベンチャーグランプリ大阪 （主催 北おおさか信用金庫 日刊工
業新聞社）
創業計画書の作成（予定）（日本政策金融公庫東大阪支店によるチェック）
大阪商業大学における起業教育への取り組みに関する実践報告（林・柴田・北室・金）
語を用いている）を実施している東國大学校、國民大学校、湖西大学校へ視察に行き、交流
の可能性を模索し始めた。また、学生のビジネスに関する基礎的知識向上のためにはイン
プットのプロセスの必要性があげられる。これに関しては、週 回昼休みに開催しているラ
ボカフェだけでは時間的制約があるため、水曜 限に ラボカフェ という取り組みを追
加し、視聴覚教材の活用や新聞や雑誌記事の要約、教員によるミニ講義などを試験的に実施
し始めている。
アントレ・ラボでの活動は履修主義ではなく習得主義であるため、自発的に学生が参加し
ようとする意欲を向上させるプログラムでなければならない。アウトプットとインプットを
バランスよく配置した活動は現段階では体系化されていないため、今後はそのプロセスにつ
いて モデルを活用し、起業教育プログラムの改善を試みる必要があろう ）。
さらに、本学には教職課程が設置されており、同課程を履修する学生は商業科の教員免許
状が取得できる。文部科学省の高等学校商業科の学習指導要領には、 課題研究 や 総合
実践 が配置されている。教職課程を履修し教員を目指す学生がラボカフェでのプロジェク
トに取り組むことで、さまざまな教育プログラムやアクティブラーニングの事例の実践を体
験でき、将来教壇に立った際にその体験・経験を 課題研究 や 総合実践 に活用できる
と推察する。起業を目指す学生だけではなく、教職課程を履修している学生の学びの場、教
育方法の経験の場として、アントレ・ラボやラボカフェが担うことが期待される。
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